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1. はじめに（MS明朝/Times New Roman 10pt, bold）
本文は2段組とします。それぞれの段の幅は同じとし，間隔は1 cmとしてください。本文のフォントにはMS明朝及びTimes New Roman (10pt)を使用し，原則両端揃え，行間隔（行送り）は12.5ptとしてください。
本文は適当なセクションに分けて記述し，各セクションの見出しには通し番号を付けてください。見出しのフォントにはMS明朝及びTimes New Roman (10pt, bold)を使用してください。セクションとセクションの間には1行の空白行を挿入してください。各段右端での単語途中におけるハイホネーションは，編集過程でずれる可能性がありますので、避けてください。
なお，第1ページの脚注に著者代表の連絡先を記載してください。また，所属の変更などがあった場合には，適宜記載してください。
2. 電子ファイルによる投稿
2.1. ファイルの投稿

投稿は必ず電子ファイルにてお願い致します。MS-Wordを標準とします。特に最終稿ではWord形式で保存したファイルとPDF形式に変換したファイルの双方をお送りください。
2.2. 編集委員会によるファイルの修正について
基本的に，著者の方にお送りいただいたPDFファイルをそのまま使用して印刷しますが，体裁が規程と大幅に異なる場合などには編集委員会で修整する場合もありますので予めご了承ください。印刷時の構成については編集委員会にご一任いただきます。
3. 図表など
3.1. 図表の貼り込みについて
図や表は原稿の適当な位置に貼り込んでください。大きさは印刷時に鮮明に読み取れることを念頭に置いて適宜ご判断ください。図の番号はFig. 1, Fig. 2のようにし，説明分は英語でお書きください。図中の言語も原則としてすべて英語にしてください。表の番号はTable 1, Table 2のようにし，原則としてすべて英文でお書きください。
3.2. 図の作成法について
図のタイトルはTimes New Roman 9ptで記載して下さい。Fig. （半角スペースx1）1. （ここまでボールド）（半角スペースx2） Amounts of・・・などとし，2行以上になる時には行間10pt，両端揃えとしてください（最終行は左揃え）。2行以上となるときは，2行目以降も左端から記載して下さい。図中で使用する文字等については特にフォントやサイズを指定致しませんが，印刷体として判別できる大きさにして下さい。なお，本文中における図の説明では，Fig. 1（ピリオドなし）などとしてください。
3.3. 表の作成法について
表についても，タイトルはTimes New Roman 9ptで記載して下さい。Table （半角スペースx1）1. （ここまでボールド）（半角スペースx2） Distribution of・・・などとし，2行以上になる時には行間10pt，両端揃えとしてください（最終行は左揃え）。2行以上となるときは，2行目以降も左端から記載して下さい。表中で使用する文字等については特にフォントやサイズを指定致しませんが，印刷体として判別できる大きさにして下さい。脚注も同様にTimes New Roman 9ptで記載し，2行以上になる時には行間10pt，両端揃えとしてください（最終行は左揃え）。なお，本文中における表の説明では，Table 1（ピリオドなし）などとしてください。
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